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知識創造支援システム第 3版導入作業と他作業の報告

福島清信

ライフスタイルデザイン研究センター

概要

知識科学教育研究センター技術職員の業務報告として通常業務の内容と 2011年 1月に稼働開始した知識創

造支援システム第 3版の導入作業や 2010年度に関わった作業について報告する。

なお、知識科学教育研究センターは 2011年4月のぞンター改組に伴い、ライフスタイルデザイン研究セン

ターに名称が変更となった。

l 通常業務

知識科学教育研究センターでの業務は知識創造支援システムをはじめ、大判プリンタ等、センターが保有

している機器の維持・管理が主となる。その内容はアプリケーション・計貰サーバ、ネットワーク機器をは

じめとした情報機器群や、視線追従装置、脳波計などの計測装置の維持管理、セミナ等の録画と VODサーバ

への登録、センタ一物品の貸出管理、用紙等消耗品の管理など多岐にわたる。

2 知識創造支援システム

2.1 知識創造支援システムとは

知識創造支援システムは、知識科学教育研究センターが知識社会のパイオニア養成機関で、ある知識科学研

究科および本学をサポートする立場から、最新の技術・機器・ソフトウェアを総合的に蓄積した 21世紀の高

等教育にふさわしい環境を構築し、知識創造実践教育を実施するとともに、社会に開かれた先導的大学とし

ての役割を担っていくために必要なシステムである。

2.2 知識創造支援システム第3版

2011年 1月から稼働しているシ

ステムである。図 1~図 5 のサブシ

ステム群で構成される。各サブシ

ステムはそれぞれのサブシステム

に必要な機器で構成される。 2010

年 12月末まで稼働していた第2版

の構成内容と比較すると、中規模

計算サーバ、無線 LANIP電話シス

テムといった情報機器や VODシ

ステムなどは廃止となり、人間行

動分析システムや生体計測システ

ムの構成要素である計測機器類が

充実したシステムとなった。

付〉て行むヂ事予チ式テーフル
型ディスプレイ装置 (2)3次元超音波位置検出システム (3)床圧センサーシステム

アシスト/52インチカバー式 古河機械金属/超音波受信機他 古河機械金属/

事ツチパネル他 ゴロッヴセンサー他

{羽生体計測事ゲ 叢璽襲撃聖書 (6)全方向デジ初レカメラ
古河機械金属/ 震警護襲撃雲 ポイシトゲレーリサーチ/

ゲートウェー他 襲警護襲警 全方向デジ事ルカメラ (8)25眼デジ事ルカメラ

(5) 3次元カメラ
古河機械金属/
3次元カメラ他

Ladybug3 ポイシトゲレーリサーチ/

ProFUSION{カラ ) 

(7)赤外線サーモグラ7イ
装置
アピステ/
超小型熱画像センサ

図1.知識創造支援システム第 3版概要 1
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|2生体計測システム|

(1)視線追従装置
ナッウイメージテウノロジー/
7イマルコゲEMR-9他

日立製作所/
ウェアラブル光トポグラフィ(22ch)

(4)赤外線サモグラフィ
NECAvio赤外線子ウノロジー/
ハンデイサーモ

図 2. 知識創造支援システム第 3版概要2

|3統合型グループワーク支援システム | 

(1)7ラットベッドカラースキャナ
倉敷紡績(ウラボウ)/
AOサイズフラットベッド型フJレカラースキャナ

(2)告ッチ入力付水平ディスプレイ装置
目立アドバンストデジ初レ/
制御Yフトウェ7

(1)サテライトキャンパス教育研究支援用グルブウェア
東芝ソリューシヨン/KnoeledgeMeister Succeed V2 

図 3. 知識創造支援システム第 3版概要3

|5演習室支援システム

16ユピキタス社会実現支援システム

(1)位置検出システム
日立製作所/AirLocation 

(2)人流解析システム
目立情報通信エンジニアリング/
人流解析システム(レザレず)

(3)骨yチパネル付文型ディスプレイ・システム

日本ピ'.7;ー/42型業務用液晶子Vλプレイ{人感セ〉廿寸せき)

図4. 知識創造支援システム第3版概要4
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3 

|5演習室支援システム

(1)演習室用コンピュ-;
目立製作所/

8000EI~e MT ICT 

|6ユピキタス社会実現支援システム

(1)位置検出システム
目立製作所/AirLocation 

位向検知サーベ

(2)人流解析システム
目立情報通信ヱンジニアリング/
人流解析システム(レーザレーダ)

(3)膏ッチパネル付大型ディスプレイ・システム
日本ビヲ告 142型業務用液晶子'{1.プレイ(人感セン廿ー付き)

図 5. 知識創造支援システム第 3版 概要 5

知識創造支援システム第 3版の導入作業

知識創造支援システム第 3版は 2010年 12月末の第 2版稼動停止直後から稼働開始となる。 図6はその導

入スケジュールで、ある。 12月から翌年 1月にかけてユーザの研究活動がより活発になることから、導入作業

の中でも特に搬入・備え付け作業は綿密かつ慎重に実施する必要があった。

まずシステム構築に必要な作業場所、機器の保管場所として利用出来る空間の調査を実施した。確保でき

た空間では全システムを一度に受け入れることができないため、各システムごとに搬入から設置・構築まで

の所要時間を調査した。 その調査結果とユーザの利用状況を踏まえて、各システムの作業タイミングを検討

した。

カラー・モノクロ複合機(2次元表現

システム)や位置検出システム(ユビキ

タス社会実現支援システム)などは、設

置箇所が知識科学研究科棟全域に渡り、

さらに第 2版からの継続システムであ

ることから作業内容は機器置き換えと

いう形になる。 ユーザ利用に支障が生

じないよう作業を実施する必要がある

ため、可能な限り短時間で円滑に作業

ができるよう撤去・設置スケジュール

の調整を行いユーザへのアナウンスを

行った。

8月 9月
ム

V システム構成、運庫検討 ' 

i 運用仕様書作成了

7 設計l開発、製造

11月 12月:2011年1月

• 1 1運用開始
E 

l 搬入、据え付け 1

7 設定作業

-E 待合テスト

図6. 知識創造支援システム導入スケジュール

無線 LANAPとIP電話システムやVODシステムなど、第2版をもって知識創造支援システムとしてのサ

ービスは終了するが、以後他センターがサービスを担うものについても、 当該センターの担当員と第 2版で

のシステム構成情報や機器の稼働状況を共有し、 ユーザへの告知を行った。

演習室支援システム・アプリケーションサービスシステムは情報科学センター (現:情報社会基盤研究セ
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ンター)が提供しているユーザ認証システムとの連携を行い、本学ユーザが違和感なく利用できるようにシ

ステム内容を検討し構築した。また、授業等で利用されることがあるため、授業に必要なアプリケーション

を調査し、インストールを行った。

4 その他設備の整備

実験室として利用する部屋の天井にケーブ

ルラダーを設置し実験内容に応じたケープ?ル

配線の作業性を向上させた。また、実験環境の

充実を図るため室内に小型防音室を設置した。

これらの設備も知識創造支援システムの導入

スケジュールやユーザの利用予定を踏まえな

がら、敷設作業スケジュールを計画した。

部材へのマーキングを主とした部材加工の

ニーズ、に応えるため、小型レーザ加工機の導入

を千子った。
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ケーブルラダ一

小型防音室

レーザー加工機

図7. その他設備の整備


